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自
助
と
共
助
で

　
　
減
災
に
つ
な
げ
よ
う

○
自
助

　
〜
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
〜

　
防
災
対
策
の
基
本
は「
自
助
」で

す
。
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
と

い
う
意
識
が
重
要
で
す
。
い
ざ
と

い
う
と
き
に
困
ら
な
い
よ
う
に
、

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
防
災
対
策
を

進
め
ま
し
�
う
。

・
家
庭
内
で
の
安
全
対
策

　
　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
犠
牲

　
者
の
約
87
�
が
家
屋
や
家
具
類

　
の
倒
壊
に
よ
る
圧
死
と
い
わ
れ

　
て
い
ま
す
。

　
　
地
震
に
備
え
、
家
具
は
転
倒

　
防
止
器
具
な
ど
で
固
定
し
、
棚

　
や
た
ん
す
な
ど
の
上
に
、
壊
れ

　
や
す
い
物
を
置
か
な
い
よ
う
に

　
し
ま
し
�
う
。

・
避
難
所
・
避
難
経
路
の
確
認

　
　
防
災
マ
ッ
プ
や
洪
水
ハ
ザ
ー

　
ド
マ
ッ
プ
で
、
自
分
の
住
ん
で

　
い
る
地
域
の
避
難
所
や
避
難
所

　
ま
で
の
複
数
の
経
路
を
確
認
し

　
ま
し
�
う
。

・
家
族
で
話
し
合
い

　
　
家
庭
内
で
も
緊
急
時
の
連
絡

http://www.city.ono.fukui.jp/i/

市ホームページ
携帯電話用サイト

http://www.city.ono.fukui.jp/
市ホームページ

ご意見は「やまびこ」へ
　市政へのご意見などは、
「市民提案箱やまびこ」や
「電子メールやまびこ」へお
寄せください。
電子メールアドレス
yamabiko@city.fukui-ono.lg.jp

目次
９月１日は防災の日

みんなの力で救え

る命

全国一斉J-ALERT

試験放送/市電子

自治体推進指針意

見を募集ほか

バスで行く越前美

濃街道など

がん検診/ポリオ

予防接種など

グランフォンド福

井2012ほか

「おおの」に触れて、

学んでなど

今年も熱かった夏

まつりなど

万灯に込めた願い
　8月15日・16日の夜、

寺町通りでは、“万灯会”が

行われました。15日はあ

んどんの光が、16日は市

民の願いを込めたろうそ

くが優しく通りを照らし

ました。

P２

P４

P５

P６

P７

P８

P10

P12

　
「
防
災
の
日
」は
、
大
正
12
年
９
月
１
日
に
発
生
し
た
関
東
大
震

災
の
教
訓
を
忘
れ
な
い
た
め
と
、
こ
の
時
期
に
多
い
台
風
へ
の
心

構
え
も
含
め
て
昭
和
35
年
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

近
年
、
地
震
や
台
風
、
集
中
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
が
全
国
各

地
で
発
生
し
、
多
く
の
犠
牲
者
が
出
て
い
ま
す
。
自
然
災
害
を
無

く
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
被
害
を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め
に
、

今
か
ら
で
も
取
り
組
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

家
庭
や
地
域
で「
で
き
る
と
こ
ろ
」か
ら
取
り
組
み
を
始
め
、「
自

分
の
命
は
自
分
で
守
る
」防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

９
月
１
日
は
防
災
の
日

東日本大震災での被害の様子
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方
法
、
待
ち
合
わ
せ
場
所
な
ど

　
に
つ
い
て
日
ご
ろ
か
ら
話
し
合

　
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

・
非
常
持
出
品
の
準
備

　
　
懐
中
電
灯
や
携
帯
ラ
ジ
オ
、

　
三
日
分
程
度
の
食
料
・
飲
料
水

　
を
準
備
し
て
お
き
ま
し
�
う
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
非

　
常
持
出
品
の
保
管
場
所
を
家
族

　
で
確
認
し
ま
し
�
う
。

○
共
助

　
　
　
　
〜
地
域
で
助
け
合
う
〜

　
大
災
害
時
の
救
助
や
避
難
で
大

き
な
力
と
な
る
の
は
、
地
域
の
人

同
士
に
よ
る
助
け
合
い「
共
助
」で

す
。
近
所
付
き
合
い
や
、
高
齢
者

へ
の
声
掛
け
な
ど
、
普
段
か
ら
の

地
域
の
つ
な
が
り
が
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
力
を
発
揮
し
ま
す
。

・
訓
練
に
参
加

　
　
市
内
で
は
地
域
ご
と
に
自
主

　
防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
て
い
ま

　
す
。
自
主
防
災
組
織
の
訓
練

　
に
参
加
し
、
地
域
の
連
携
を

　
深
め
ま
し
�
う
。

・
防
災
知
識
を
学
ぶ

　
　
自
主
防
災
組
織
で
は
、
い

　
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
、
初

　
期
消
火
や
け
が
人
へ
の
応
急
手

　
当
の
訓
練
を
行
い
、
防
災
知
識

　
を
身
に
付
け
て
お
く
こ
と
も
大

　
切
で
す
。

・
全
地
区
に
防
災
組
織
を

　
　
市
内
の
89
・
６
�
の
地
区
に

　
自
主
防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
て

　
い
ま
す
。

　
　
自
主
防
災
組
織
が
結
成
さ
れ

　
て
い
な
い
地
域
の
み
な
さ
ん

　
は
、
日
ご
ろ
の
地
域
活
動
の
延

　
長
と
し
て
自
主
防
災
組
織
を
結

　
成
し
ま
し
�
う
。
組
織
の
活

　
動
や
防
災
資
機
材
購
入
に
は
、

　
市
の
助
成
制
度
な
ど
が
あ
り

　
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

　
て
く
だ
さ
い
。

災
害
の
情
報
を
得
る
に
は

　
市
内
の
災
害
情
報
は
、
緊
急

時
に
は
、
防
災
行
政
無
線
な
ど

で
連
絡
す
る
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
も
、
国
や
県
な
ど
の

防
災
関
係
機
関
が
発
信
す
る
情

報
を
確
認
で
き
ま
す
。

○
同
報
系
防
災
行
政
無
線
と

　
和
泉
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
市
内
の
災
害
情
報
や
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
｜
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ

Ｔ
）に
よ
る
緊
急
地
震
速
報
な
ど

の
国
が
発
信
す
る
情
報
を
、
屋
外

ス
ピ
ー
カ
ー
や
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
な

ど
を
使
っ
て
、
皆
さ
ん
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

○
エ
リ
ア
メ
ー
ル

　
災
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
な

ど
の
緊
急
時
に
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

が
提
供
す
る
エ
リ
ア
メ
ー
ル
を
利

用
し
て
災
害
情
報
を
配
信
し
ま
す
。

　
市
内
で
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
を
受

信
可
能
な
携
帯
電
話
を
持
っ
て
い

れ
ば
受
信
で
き
ま
す
。

○
防
災
情
報
提
供
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　（
国
土
交
通
省
）

　
国
土
交
通
省
が
提
供
す
る
災
害

情
報
を
確
認
で
き
ま
す
。

ア
ド
レ
ス
　h

ttp
://w
w
w
.m
lit.

　g
o
.jp
/s
a
ig
a
i/b
o
s
a
ijo
h
o
/

○
県
河
川
・
砂
防
総
合
情
報

　
県
が
提
供
す
る
雨
量
や
河
川
水

位
、
土
砂
災
害
危
険
情
報
の
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス
　h

ttp
://a
m
e
.p
re
f.

　fu
k
u
i.jp
/

　
　
　
　
　

携
帯
向
け
ア
ド
レ
ス
　h

ttp
://

　

　i-a
m
e
.p
re
f.fu
k
u
i.jp
/

○
雪
み
ち
情
報
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
ふ
く
い（
冬
季
の
み
）

　
立
冬
か
ら
３
月
末
ま
で
の
積
雪

や
、
道
路
カ
メ
ラ
の
情
報
を
確
認

で
き
ま
す
。

ア
ド
レ
ス
　h

ttp
://in

fo
.p
re
f.

　fu
ku
i.jp
/h
o
ze
n
/yu
ki/

問
　
防
災
防
犯
課
防
災
防
犯
係

（
☎
66
・
1
1
1
1
内
線
４
６
２
）

自主防災組織の消火訓練

昨年の市総合防災訓練で避難訓練をする和泉地区の住民
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「
普
通
救
命
講
習
会
」

　
　
　
　
　
　
毎
月
開
催

　
近
く
に
居
合
わ
せ
た「
あ
な
た
」

で
な
け
れ
ば
救
え
な
い
命
が
あ
り

ま
す
。

　
今
、
ま
さ
に
命
の
危
機
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
人
を
助
け
る
に
は
、

近
く
に
居
合
わ
せ
た
人
の
迅
速
な

「
命
の
リ
レ
ー
」が
不
可
欠
で
す
。

　
病
気
や
事
故
に
よ
り
呼
吸
や
心

臓
が
止
ま
っ
た
状
態
で
救
急
搬
送

さ
れ
た
患
者
の
う
ち
、
救
急
隊
の

到
着
前
に
、
家
族
や
そ
の
場
に
居

合
わ
せ
た
人
か
ら
応
急
手
当
を
受

け
た
患
者
の
１
カ
月
後
の
生
存
率

は
、
応
急
手
当
を
受
け
な
か
っ
た

患
者
に
比
べ
て
１
・
４
倍
と
高
く
、

救
命
効
果
が
向
上
し
て
い
ま
す
。

　「
救
え
る
命
を
救
い
た
い
」と
の

思
い
で
、
多
く
の
尊
い
命
が
救
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
突
然
の
病
気
で
心
臓
が
止
ま
っ

て
倒
れ
た
人
や
、
大
け
が
を
し
て

出
血
し
て
い
る
人
を
見
つ
け
た
と

き
に
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で

は
応
急
手
当
に
よ
り
、
そ
の
人
の

命
を
つ
な
ぎ
留
め
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
そ
の
応
急
手
当
の
方
法
を

身
に
付
け
る
の
が
普
通
救
命
講
習

会
で
す
。

　
消
防
署
で
は
、
毎
月
第
４
日
曜

日
に
３
時
間
の
普
通
救
命
講
習
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か

ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
出
張
講
習
会

も
開
催
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

救(

９
）急（
９
）

　
　
　
　
　

フ
ェ
ア
開
催

　「
救
急
の
日
」の
９
月
９
日
日
午

後
１
時
か
ら
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
Ｖ
ｉ
ｏ
で
救
急
フ
ェ
ア
を

開
催
し
ま
す
。

　
フ
ェ
ア
で
は
、
救
急
隊
の
活
動

デ
モ
、
救
急
車
や
救
急
資
機
材
の

展
示
、
救
急
講
習
会
、
救
急
車
の

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
作
り
な
ど
た

く
さ
ん
の
催
し
を
行
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

問
　
消
防
署（
☎
66
・
０
１
１
９
）

　
「
救
急
の
日
」は
、
救
急
医
療
と

救
急
業
務
に
つ
い
て
、
理
解
と
認

識
を
深
め
、
救
急
医
療
関
係
者
の

意
識
を
高
め
る
た
め
に
昭
和
57
年

に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

救
急
の
日
を
含
む
１
週
間
を

「
救
急
医
療
週
間
」（
今
年
は
９
月

９
日
日
～
15
日
土
）と
し
て
、
全

国
で
救
急
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま

な
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

救える命
みんなの力で
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市
で
は
、
毎
月
10
日
前
後
に
防

災
行
政
無
線
な
ど
の
試
験
放
送
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
９
月
は
、
災

害
時
に
緊
急
地
震
速
報
な
ど
の
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ-

Ａ
Ｌ

Ｅ
Ｒ
Ｔ
）か
ら
送
ら
れ
て
く
る
国

か
ら
の
緊
急
情
報
を
、
防
災
行
政

無
線
の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
な
ど
で

市
民
の
皆
さ
ん
に
伝
え
る
試
験
放

送
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
９
月
12
日
氺
午
前
10
時

　
ご
ろ
と
10
時
30
分
ご
ろ（
２
回

　
実
施
）

放
送
内
容
　「
こ
れ
は
、
試
験
放

　
送
で
す（
３
回
）」
と「
こ
ち
ら

　
は
、
大
野
市
で
す（
下
り
チ
�

　
イ
ム
）」

　
※
放
送
内
容
は
、
変
更
に
な
る

　
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
　
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ

　
が
あ
る
場
合
、
試
験
放
送
は
中

　
止
し
ま
す
。
当
日
は
、
全
国
で

　
試
験
放
送
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

問
　
防
災
防
犯
課
防
災
防
犯
係

（
☎
66
・
1
1
1
1
内
線
４
６
２
）

意
見
を
提
出
で
き
る
人　

▽
市
内
に
住
所
を
有
す

る
人
▽
市
内
に
事
業
所
の
あ
る
個
人
や
法
人
、
そ

の
他
の
団
体
▽
市
内
の
事
業
所
に
勤
務
す
る
人

▽
市
内
の
学
校
に
在
学
す
る
人
▽
本
市
に
納
税

義
務
の
あ
る
人
や
法
人
、
そ
の
他
の
団
体
▽
本
案

件
に
利
害
関
係
が
あ
る
人
や
法
人
、
そ
の
他
の

団
体

意
見
の
提
出
方
法　

住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
、
市

外
在
住
の
場
合
は
勤
務
先
か
学
校
名
も
記
載
し
、

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

閲
覧
場
所
へ
の
提
出
、
郵
便
か
フ
ァ
ク
ス
、
電

子
メ
ー
ル
で
の
提
出︵
電
話
な
ど
に
よ
る
口
頭
は

不
可
︶

問　

情
報
広
報
課
情
報
管
理
係

　
︵
☎
66
・
1
1
1
1
内
線
４
４
３　

F
A
X
66
・

１
７
６
７
︶

　

電
子
メ
ー
ル　

joyuhou@
city.fukui-ono.lg.jp

　

〒
９
１
２-

８
６
６
６︵
住
所
は
書
か
な
く
て
も

届
き
ま
す
︶

　

市
で
は
、
平
成
13
年
度
に
大
野

市
地
域
情
報
化
計
画
を
策
定
し
、

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
情

報
化
社
会
へ
の
対
応
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
近
年
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
高
速
通
信

回
線
網︵
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
︶な
ど
の
情
報
通
信
基
盤

整
備
が
進
み
、
国
の
施
策
は
基
盤
整
備
か
ら
情
報
通

信
技
術
の
利
活
用
へ
と
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
大
野
市

地
域
情
報
化
計
画
の
成
果
を
基
に
、
国
の
施
策
や
情

報
化
社
会
に
対
応
し
た
自
治
体
と
し
て
の
電
子
化
推

進
に
つ
い
て
基
本
的
な
考
え
方
を
示
す
た
め
、
大
野

市
電
子
自
治
体
推
進
指
針
を
策
定
し
ま
す
。

　

こ
の
指
針
に
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た

め
、
素
案
を
公
表
し
、
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

９
月
３
日
⺼
～
18
日
㊋　

閲
覧
場
所　

市
役
所
１
階
行
政
資
料
室
と
情
報
広

報
課
、
和
泉
支
所
、
各
公
民
館
、
図
書
館

　

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す

　
同
報
系
防
災
行
政
無
線
と
和
泉
地
区
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
や
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
を
使
っ
て
、
全
国
一
斉
放
送
試

験
を
行
い
ま
す
。

市消防団第５分団が優勝・全国大会へ
　７月28日に県消防学校で、消防団の操法技術を競う第61回県消防操法大会が開催されました。大野市消
防団からは、ポンプ車操法の部に下庄地区を管轄する第２分団が、小型ポンプ操法の部に上庄地区を管轄
する第５分団が出場。見事に第５分団が優勝の栄冠を手にし、第２分団も３位入賞しました。
　優勝した第５分団は、10月７
日に東京臨海広域防災公園で行
われる第23回全国消防操法大会
に福井県代表として出場し、上
位入賞を目指します。水元博第
５分団長は「全国大会に向け、さ
らに訓練を積み重ね、大会では
全国各地の消防団に大野市消防
団の勇姿を披露してきます」と意
気込んでいます。
問　消防署（☎66・0119）

第61回 県消防操法大会

市
電
子
自
治
体
推
進
指
針
素
案
を
公
表

意
見
を
募
集

全
国
一
斉
Ｊ-

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
放
送
試
験
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市民バスで行く越前美濃街道

　岐阜県美濃市で開催される「美濃和紙あかり
アート展」は、「美濃和紙」と「うだつの上がる町並
み」が融合したイベントです。

日程　10月20日圡午前11時20分  市役所発、
　午後９時  市役所帰着
定員　80人（抽選）
参加料　１人1,000円（当日持参）
締切　９月25日㊋（必着）
問　秘書課秘書係（☎66・1111内線222）

五
番
夜
市
と

 

竹
あ
か
り
コ
ン
テ
ス
ト

　

七
間
朝
市
と
と
も
に
昭
和
の

初
期
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
た﹁
五

番
夜
市
﹂を
今
年
も
開
催
。
地
元

で
収
穫
さ
れ
た
新
鮮
な
野
菜
や

キ
ノ
コ
な
ど
の
農
産
物
や
飲
食

物
が
販
売
さ
れ
る
夜
市
の
ほ
か
、

ス
テ
ー
ジ
で
の
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

夜
市
に
合
わ
せ
て
、﹁
竹
あ
か

り
コ
ン
テ
ス
ト
﹂も
実
施
し
ま

す
。
竹
で
製
作
し
た
オ
ブ
ジ
ェ

が
ず
ら
り
と
並
び
、
幽
玄
の
明

か
り
が
五
番
通
り
を
彩
り
ま
す
。

期
間　

10
月
５
日
㊎
・
６
日
圡

場
所　

五
番
通
り

問　

五
番
商
店
街
振
興
組
合

　
︵
☎
66
・
５
５
９
７
︶

　福井市、郡上市、美濃市と本市の４市では、昨年、越前美濃街道広域観光交流推進協議会を設立し、
県境を越えて地域間交流と広域観光を進めています。
　郡上市・美濃市との交流を深めるため、両市の見どころを訪ねる市民バスを運行します。

日程　10月14日㊐午前８時30分  市役所発、
　午後５時  市役所帰着
定員　40人（抽選）
参加料　１人2,000円（当日持参、牧歌の里入場
　料込み）
締切　９月20日㊍（必着）
問　観光振興課観光企画係（☎66・1111内線161）

【共通事項】
対象　市内在住の人。小学生以下は保護者同伴
申込方法　往復はがきに「あかりアート展申込」か「郡上市見学
　バス申込」の希望するどちらかを書き、次の事項を記入して
　ください。参加を希望する人全員の氏名、性別、年齢、住所、
　電話番号。はがき１枚で４人まで申し込むことができますが、
　申し込みは１人１回のみです。
　　返信用はがきのあて先に、代表者の住所と氏名を記入
その他　施設などの利用や食事は各自で行ってください。旅行
　業者が催行します。申込方法の要件を満たしていないときは、
　受け付けできません
送付先　〒912－8666（住所は書かなくても届きます）

　食の祭典のほかに、郡上八幡の城下町と牧歌の
里も巡ります。

食の祭典in郡上 美濃和紙あかりアート展
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ポリオ予防接種が替わります
～期限内に接種を～

が
ん
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

　
出
産
や
手
術
で
の
大
量
出
血
な
ど
の
際
に
、
特
定
の
血
液
製
剤
を
投
与
さ

れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
人
に
、
給
付
金
を

支
給
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
相
談
窓
口
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　h

ttp
://w
w
w
.m
h
lw
.g
o
.jp
/

　
相
談
窓
口（
☎
０
１
２
０
・
５
０
９
・
０
０
２
）平
日
の
午
前
９
時
30
分
�

　
午
後
６
時

問
　
健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
係（
☎
66
・
６
６
３
１
内
線
１
１
１
）

　
が
ん
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。
県
と
市
が
協
力
し
て
電
話
に
よ
る「
が
ん
検
診
受
診
の
お
願
い
」を

し
ま
す
。

○
対
象
　
市
が
実
施
す
る
が
ん
検
診
を
受
診
し
て
い
な
い
人

○
期
間
　
９
月
３
日
⺼
�
12
月
１
日
圡
午
前
８
時
30
分
�
午
後
７
時
30
分

○
電
話
の
内
容

　
・
が
ん
検
診
を
お
勧
め
し
ま
す

　
・
検
診
を
希
望
す
る
人
に
は
、
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
・
受
診
し
な
い
人
は
、
そ
の
理
由
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

○
電
話
を
す
る
機
関
　
県
が
ん
検
診
受
診
勧
奨
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
７
７
６
・
98
・
８
０
１
５
、８
０
１
６
、８
０
１
７
）

　
日
本
で
は
、
３
人
に
１
人
が
が
ん
で
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。
症
状
が
出
る
前
に
、
早
め
の
受
診
を

心
掛
け
ま
し
�
う
。

問
　
健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
係

　（
☎
66
・
６
６
３
１
内
線
１
１
３
）

Ｃ
型
肝
炎
給
付
金
の
請
求
手
続
は

　
　
　
　

平
成
25
年
１
月
15
日
ま
で

○標準的な接種回数・年齢・方法
　不活化ワクチンは初回接種３回、追加接種１回の合計４回接種が必要です。接種は、医療機関で
の個別接種になります。接種年齢・回数・間隔は、３種混合（DPT）と同じで、標準的な接種年齢は、
次のとおりです。
　・初回接種（３回）　生後３カ月から12カ月に３回（20日以上の間隔を置く）
　・追加接種（１回）　初回接種から６カ月以上の間隔をおいて１回
　※この期間を過ぎた場合でも、90カ月（７歳半）になるまでの間であれば、接種できます。過去に
　　生ワクチンの接種を受けることができなかった人も、対象年齢内であれば、定期接種を受ける
　　ことができます。接種をお勧めします。
○これまでに生ワクチンを接種したことがある場合
　　９月時点で、生ワクチンを１回接種した人は、その後、不活化ワクチンを３回接種することに
　なります。生ワクチンを２回接種した人は、不活化ワクチンの接種は不要です。
○これまでに不活化ワクチンを接種している場合
　　９月１日以前に、海外などで不活化ワクチンを１～３回接種した人は、残りの回数を定期接種
　として受けることができます。既に４回受けている人は不活化ワクチンの接種は不要です。
問　健康長寿課健康づくり係（☎66・6631内線110）

　９月１日から、ポリオの予防接種が生ワクチンから不活化ワクチンに替わ
ります。接種対象となる人には個別通知を送ります。通知をよく読み、期限
内に接種してください。
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　第381回市議会定例会が９月３日から20日までの18日間
開催されます。このうち本会議が開催されるのは４日間です。
　本会議はどなたでも傍聴することができますので、お気軽
にお越しください。
※傍聴を希望される人は、当日、議場に入る前に受け付けが
必要です。本会議の開催日時など詳しくは、問い合わせてく
ださい。
問　市議会事務局（☎66・1111内線253）

本会議予定日 審議などの内容
９月３日月  　  　議案上程、提案理由説明
10日月  　 　一般質問
11日火  　 　一般質問、請願・陳情上程
20日木  　 　各委員長報告、質疑・討論・採決

市議会本会議を傍聴しませんか奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園

陸
上
競
技
場
改
修

　

９
月
17
日
月
か
ら
平
成
25
年
３
月
22
日

金
ま
で
の
間
、
陸
上
競
技
場
の
ト
ラ
ッ
ク

改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。
工
事
期
間
中
は
、

陸
上
競
技
場
が
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

問　

都
市
計
画
課
都
市
整
備
係

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
５
５
）

県下最大のサイクリングイベント
グランフォンド福井2012

　サイクリングのイベント「グランフォンド福井2012」

が本市と勝山市、福井市、坂井市、永平寺町をコースと

して開催されます。グランフォンド福井は、交通ルール

を守りながら、長い距離を楽しむ自転車のイベントです。

当日は約1,500台の自転車がコースを走りますので、

コース沿線の皆さんにはご迷惑をお掛けしますがご協力

をお願いします。

期日　９月30日㊐
カテゴリ
　・メガグラ　150㌖
　・マジグラ　106㌖
　・チョイグラ　45㌖
　・町グラ　20㌖
問　グランフォンド福井実行委員会（勝山市民活動セン
　ター内）（☎080・2957・1399）
　ホームページ　http://www.granfondo-fukui.com/

牛ケ原踏切
8:40～11:45
牛ケ原踏切
8:40～11:45

庄林交差点
8:40～11:45
庄林交差点
8:40～11:45

コースが分かれますコースが分かれます

中据交差点
8:23～11:19
中据交差点
8:23～11:19

下麻生嶋交差点
9:48～11:56
下麻生嶋交差点
9:48～11:56

今井トンネル
8:11～11:03
今井トンネル
8:11～11:03

START

GOAL

コースと通過予定時刻

蕨生交差点
7:01～9:00
蕨生交差点
7:01～9:00

下荒井橋 6:41～8:32下荒井橋 6:41～8:32
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大野市総合文化祭作品募集

ア
ラ
ジ
ン
と
魔
法
の
ラ
ン
プ

　
　
　
　
　
　
〜
ジ
ャ
ス
ミ
ン
姫
と
イ
ト
ヨ
の
巻
〜

　11月１日木から３日土の期間、結とぴあ（有終会館）を会場に市総合文化祭
の作品展を開催します。展示作品を募集します。

部門　絵画・書道・写真・陶芸・生け花・盆栽
　など※作品の規格・出品数は自由
申込方法　文化会館、各公民館に置いてある出
品申込書に記入し、文化課に提出
作品募集締切　９月28日金

作品搬入日時　10月31日水正午～午後４時
作品搬出日時　11月３日土祝日午後４時～５時
作品搬入場所　結とぴあ（有終会館）
問　文化課文化係（☎66・5410）

経
ヶ
岳
紅
葉
登
山

日
時　

10
月
20
日
圡
午
後
４
時
～
21
日
日

　

午
後
５
時︵
１
泊
２
日
︶

　

※
雨
天
時
は
27
日
圡
・
28
日
日
に
順
延

内
容　

１
日
目　

登
山
説
明
会
・
自
然
の

　

家
に
宿
泊

　

２
日
目　

経
个
岳
登
山

対
象　

小
学
４
年
生
以
上︵
小
・
中
学
生
は

　

保
護
者
同
伴
︶

定
員　

50
人︵
先
着
︶

参
加
料　

３
，８
０
０
円︵
１
泊
３
食
、
保

　

険
料
込
︶

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む

募
集
期
間　

９
月
20
日
㊍
～
10
月
３
日
氺

　
︵
毎
週
⺼
と
９
月
23
日
日
は
休
館
︶

問　

奥
越
高
原
青
少
年
自
然
の
家

︵
☎
67
・
１
３
２
１
︶

　

劇
団
チ
ャ
ッ
プ
ス
・
児
童
劇
団
チ
ャ
ッ
プ
ス
ジ
ュ
ニ
ア
合
同
公
演

日
時　

９
月
８
日
圡
午
後
６
時
30
分︵
開
場
午
後
６
時
︶

場
所　

文
化
会
館

対
象　

３
歳
以
上

　

※
小
学
２
年
生
以
下
は

　

保
護
者
同
伴

入
場
料　

3
0
0
円

　
︵
全
席
自
由
︶

問　

文
化
課
文
化
係

　
︵
☎
66
・
5
4
1
0
）

第46回

県
文
化
奨
励
賞
受
賞
記
念
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愛
知
県
扶
桑
町
の
誠
信
高
校

が
、
阪
谷
地
区
で
体
験
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
７
月
29
日
か
ら
８
月

１
日
ま
で
３
泊
４
日
の
日
程
で
、

１
、２
年
生
の
生
徒
22
人
が
参
加
。

　
初
日
に
、
阪
谷
地
区
の
歴
史
な

ど
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、
２
日
目

か
ら
は
森
林
保
護
活
動
や
農
作
業

を
体
験
し
ま
し
た
。
体
験
活
動
を

終
え
た
生
徒
た
ち
は
活
動
報
告
会

で
、
講
師
を
務
め
た
農
家
の
人
た

ち
へ
感
謝
の
気
持
ち
と
活
動
の
感

想
を
満
足
そ
う
に
述
べ
ま
し
た
。

　
法
政
大
学
か
ら
は
、
現
代
福
祉

学
部
の
学
生
３
人
が
本
市
の
地
域

づ
く
り
を
学
び
ま
し
た
。

　
今
年
で
６
回
目
と
な
る
実
習

に
参
加
し
た
３
人
は
、
７
月
30

日
か
ら
８
月
10
日
ま
で
本
市
に
滞

在
。
市
民
と
交
流
し
た
り
、
農
作

業
を
手
伝
っ
た
り
し
な
が
ら
本
市

の
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

　
最
終
日
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

テ
ー
マ
で
あ
る「
交
流
人
口
の
拡

大
」や「
滞
在
型
観
光
」、「
大
野
の

農
業
」に
つ
い
て
各
自
が
ま
と
め

た
提
案
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
立
命
館
大
学
か
ら
は
、
法
学
部

の
学
生
８
人
が
８
月
６
日
か
ら
17

日
ま
で
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
大
学
が
本
市
で
公
共
施
策
の

実
習
を
行
う
の
は
５
回
目
で
、
今

回
は
、
上
庄
地
区
と
和
泉
地
区
の

２
カ
所
に
分
か
れ
、
市
民
へ
の
聞

き
取
り
調
査
や
現
地
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

か
つ
て
行
人
が
修
行
し
た
と
い
わ
れ
る
大
矢
戸
区
の﹁
行
人
岩
﹂

の
参
拝
登
山
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
行
程
約
８
４
０
㍍
、
高
低
差

約
３
９
０
㍍
で
す
。

日
時　

９
月
22
日
圡
午
前
９
時
集
合
、
11
時
30
分
解
散
予
定　

　

※
雨
天
の
場
合
は
、
29
日
圡
に
延
期
し
、
29
日
が
雨
天
の
場
合
、

中
止

集
合
場
所　

行
人
岩
参
拝
道
登
山
口︵
大
矢
戸
区
西
側
︶

行
程　

登
山
口
出
発︵
午
前
９
時
10
分
︶ー
行
人
岩
参
拝︵
10
時
︶ー

展
望
台
・
休
憩︵
10
時
20
分
～
40
分
︶ー
登
山
口
到
着︵
11
時
30
分
︶

案
内
人　

大
矢
戸
保
存
会
会
員

対
象　

小
学
３
年
生
以
上︵
小
学
３
・
４
年
生
は
保
護
者
同
伴
。
18

歳
以
下
は
保
護
者
の
同
意
が
必
要
︶

定
員　

30
人︵
先
着
︶

参
加
料　

１
０
０
円︵
保
険
料
込
み
︶

持
ち
物　

登
山
が
で
き
る
服
装︵
帽
子
、
長
袖
長
ズ
ボ
ン
、
履
き
慣

れ
た
運
動
靴
︶、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
軍
手
、
つ
え
な
ど

申
込
方
法　

下
庄
公
民
館
に
あ
る
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
参
加
料
を
添
え
て
申
し
込
む

締
切　

９
月
20
日
㊍

問　

下
庄
公
民
館︵
☎
66
・
２
１
４
２
︶

行ぎ
ょ
う
に
ん
い
わ

人
岩
参
拝
登
山

「
お
お
の
」に
触
れ
て
、学
ん
で

　
７
月
末
か
ら
８
月
上
旬
に
か
け
て
、
高
校
生
や
大
学
生
が
本
市

で
体
験
活
動
や
実
習
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
高
校
生
は
、
地
域
の
人
た
ち
を
講
師
と
し
て
学
習
し
、
大
学
生

は
地
域
の
人
た
ち
と
の
触
れ
合
い
を
通
し
て
市
や
地
域
の
活
性
化

に
つ
い
て
の
提
案
を
し
ま
し
た
。

阪
谷
地
区
で

　
　

農
山
村
体
験
活
動

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　

ス
タ
デ
ィ
実
習

上
庄
と
和
泉
で

　
　
　

公
共
政
策
実
習
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上
庄
地
区
で
は
、「
各
世
代
の
意

見
を
反
映
し
た
農
村
地
域
の
活
性

化
施
策
」を
テ
ー
マ
に
４
人
の
学

生
が
、
上
五
条
方
区
と
下
五
条
方

区
で
、
年
代
別
の
意
見
交
換
会
を

行
い
、
分
析
し
た
結
果
を
基
に
集

落
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
や
、
集
落
だ

け
で
な
く
市
全
体
を
活
性
化
さ
せ

る
た
め
の
取
り
組
み
の
提
案
を
行

い
ま
し
た
。

　
和
泉
地
区
で
は
、「
化
石
資
源

を
活
用
し
た
地
域
の
活
性
化
」を

テ
ー
マ
に
、
４
人
が
化
石
発
掘
の

現
地
調
査
や
、
地
域
の
聞
き
取
り

調
査
を
し
た
結
果
、
和
泉
地
区
の

地
域
資
源
を
活
用
し
た
活
性
化
施

策
を
ま
と
め
ま
し
た
。

問
　
高
校
生
の
体
験
活
動
と
立
命

　
館
大
の
実
習
に
つ
い
て

　
農
業
農
村
振
興
課
農
政
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
１
４
）

問
　
法
政
大
の
実
習
に
つ
い
て

　
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
３
５
）

ハローワークが移転します

ラジオ体操コンテスト
出場チーム募集

日時　10月８日月体育の日午前８
　時30分からのスポレク祭開会式
　終了後
場所　エキサイト広場　　
対象　市民　　
参加料　無料
応募締切　９月21日金
コンテスト規程　①１チーム３人以
　上８人以内②ラジオ体操第１・第
　２を正確に行うこと③ラジオ体操
　の動き以外のパフォーマンスは認
　めないが、仮装は認める
表彰　正確にラジオ体操を行うこと
　ができた上位３チームに賞品贈呈。
　特別賞もあります
問　スポーツ課社会体育係
　（☎66・1111内線531）

JICAボランティア平成24年度秋募集
　開発途上国ではさまざまな分野において、私たちの技術･経験が
必要とされています。あなたも、海外ボランティアへの扉をたたい
てみませんか。
募集期間　10月１日月～11月５日月
募集ボランティア
　○青年海外協力隊と日系社会青年ボ
　　ランティア（20歳～39歳対象）
　○シニア海外ボランティアと日系社
　　会シニアボランティア（40歳～69
　　歳対象）
職種　農林水産、加工、保守操作、土木建築、保健衛生、教育文化、
　社会福祉、観光・商業、スポーツなど
体験談・説明会
　日時　９月30日日午前11時～午後４時（出入自由）
　場所　県国際交流会館（福井市）
　内容　事業概要、応募要領説明、海外ボランティア経験者との交
　　流、個別相談会
問　JICA北陸（☎076・233・5931）
　ホームページ　http://www.jica.go.jp/hokuriku/index.html

第16回市スポレク祭

　大野公共職業安定所（ハローワーク大野）が城町に移転します。
　移転先での業務開始は、11月26日月です。電話番号に変更は
ありません。

 新所在地　城町８-５（現 大野法務総合庁舎内）

問　大野公共職業安定所（☎66・2408）
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